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SSRI・SSRA 科学英語（1 年）に て 

英語で れたテキストから情報を り の内容をまと 英語で き に

るよ に して発表する。 を 成して「サイエンス・クイ ショー」の で発表する。

体的な目 としては

（１）英語で った情報に て の内容を 成して発表をすることができる。

また き に りやす 発表の で を をしながら発表できる。

（２）発表の内容を き 質 をして理解を深 ることができる。

（３）グループで 力しながら活動に り組 ことができる。

テキスト “The Usborne Children’s Encyclopedia”（USBORNE） 

３ の

第１～３ の では クイ ショーを 本語で 成し 発表する。

第４～６ の では クイ ショーを英語で 成し 発表する。

第７～ の では ２～３学 を し 学 からのグループ が発表し

ことで をする。

各クラス の による学年での発表会を こと 。（ による）

年 定

1 目 4 5 月 テキスト テキストの をクラスでシ ア

2 目 5 月 発表

3 目 6 月 発表（クイ ショー 本語） り り

4 目 7 月 発表

5 目 9 月 発表 リ ーサル

6 目 10 月 発表（クイ ショー 英語） り り 能であれ ALT  
7 目 11 月 発表

8 目 11 12 月 発表 リ ーサル

9 目 12 月 発表（クイ ショー 英語） り り 能であれ ALT  
(3 ） 1 月 サイエンスイマージョン

（１）各 の

（２）発表 の り組

（３）発表 の り組 （ に る発表 を き ける 深 発表）

ンス ン １

（１） 人講 の講 を   質

（２） 人講 からの課題  グループディスカッション  発表
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第 1回 授業案 

＊目標 

1  本 「科学英語」の大まかな内容を理解する。 
2  テキストに のよ なト ックがあるのか クラスでシ アする。 
3  第 3 の発表に向けて で発表を するト ックを決 る。 

 
＊ 流れ 

1. 導入（5 分） 

   あ  
   体の計 を大まかに  
   本 （ よび第３ まで）の活動の  

2. 本時のメイン活動 

     テキストの （英語 ） （5 分） 
      ・ 人で ト ックの内容を 単に する。 
     成と ト ック決  （5 分） 
      ・４人グループ 10 を る 
      ・４ト ック 各 にあてる（計 40 ト ック） 

p.6～p.29 Our planet から 13  p.40～p.61 Natural life から 11  
p.74 Modern Times p.76 People around the world 
p.78 Houses and homes p.84 Writing and books 
p.94 Myths p.104 ～

p.125 
Science around us から 11  

     人 （15 分） 
       ・ り てられたト ックの内容に て を する 
        「 用 」   た単語や 大まかな内容を  

（ の が する活動があることに れる） 
         が （ ュニ ーション英語の が 連 する） 
     で情報 （5 分） 
       ・ 表 はクラス の発表  
     クラス内発表（10 分）（各 1 分 内） 
       ・各 の 表 が り てられた４ のト ックに て 単にまと て発表 

3. 第 3 回の授業に向けて 

     各 の発表ト ック決  
       ・40 あるト ックの のト ックに て発表するかを決 る 

（各 で なるト ックに り組 ） 
 第２ は 第３ は発表となる 
 発表は 各 ３～４分のクイ 組（ 本語）を る 
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70



第 2 回 授業案 

＊目標 

1  第３ での発表をイ ージ る 
2  発表ができるよ に で を る 

（ が らな は や 課 の を って することになる。） 
（できる け 内で するよ に す） 

 
 
＊ 流れ 

1. 導入 （7 分） 

     あ  
     第３ の で 各 が ト ック（ ージ）の  
     ークシートの  
       ・５分 度 各 で   ークシート１に り組  
 

2. 活動 （45 分） 

     を 成する  発表活動がクイ 組 であることを する 
        ークシート２の   を す（ 用 ー イント） 
     で （リー ーな を決 てから活動する） 
        の   
        ークシート２の表 の を る  できた から  
        できる け 成 る 
 
     〇 題の数は２～３ とする 
     〇解 は 各 で考えて えて ら にする（テキストは な で える） 
     〇 が と ンを用 する 
     〇解 に 限 or 発表 に 限あり（ ての が るよ に） 
 

3.  （3分） 

     次 （第３ ）の  
 に５～10 分のリ ーサル あり 
 が って な は 分 し 成 て  
 次 ークシート２を する 
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 クイ 組（ ） 

 
クイ 組の が まりました  は 会の です。 
 
本 のト ックは「 育」です。 育は英語で education と ます。 

育は大 です ～。生徒は 情報を して びるとか 生徒に火を けると生徒は

っと っと考えて と 生た は考えて ます。 育によって かのやり を けたり

の発 を学 りします。 
 
学 理 は です。生きるた に を育てるやり を学 り の て を学 り 人

と情報を するた に のを たり や 金の を学 り 人と理解し え

るよ に 語を学 りします。 は にス ーツや で学 人 た ます。 
 

た は生まれてからす に りの人からた のことを学び ます。5 までにとて

た のことを学びます。学校に と って き基本的なことを ります。普通の

学校の に な技術を える学校 あります。大学 き ある分 に て らに 学

人 ます。ある分 にす し 人のことを specialist と ます。 
 
では クイ です。 
第 1  

エジプトのある では の た は との で に えるよ し を

けました。 と でし  
ント：「ス」から まる です。 

（ えは「ス ル 」） 
 
第 2  

で学校に通って る の は  
A) 20   B) 50   C) 80   D) 99  
（ えは B の た は数年しか って な です） 
 
第 3  

イン ー ットが大学 育で活用 れて ます。 をイン ー ットで する大学

えて ます。 
では 題です。 本では す ての をイン ー ットで けることで できる大学はあ

るでし か  
A) ある  B) な  
（ えは A 成 13 年より文科 が 。しかし （やしま）学 大学な かなり 数。通

大学として イン ー ット と 大学は かある） 
 
た は 学 で ます。 
に 英語の レー を して りにした と思 ます。 

No matter how old you are, you can learn something new. 
になって た は新し ことを学 る 

Thank you! 
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第 3 回 授業案 

＊ 目標 

   て の て  

1  グループで 力しながら を り に るよ な発表ができるよ にする 
2  を き けるよ な発表に る 
3  は の の発表を して き 内容に ・ を  

 
＊ 流れ （ に ） 

1.  

2.   

     用 の ・  
       ・１ に１ （ ） 
       ・生徒は   分た の発表 に 生に す 
     本 の発表 や れの （発表 は各クラスで決定） 
     イト ー （or 用 ）の  

3. 10 の  

4.  

 
 
＊ の  

   イト ー を 生徒が で よ する。 
   生 は 発表を し 用 を して 。 
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 第 3 回（ ） （ ） 回  

り りの イント

 

 
 

分た の の発表・・・ は  力は  内容は  発表 度は

に った  き けた

の の発表・・・ かった発表は なとこ が かった

次 に向けて・・・ を けた ことや した ことは

　　　　　　　　　次 は な発表にした

あなたの り りを（上の イントを 考にしながら に きた ことを） こ

1 年 組  

 第 3 回（ ） （ ） 回  

り りの イント

 分た の の発表・・・ は  力は  内容は  発表 度は

に った  き けた

 の の発表・・・ かった発表は なとこ が かった

 次 に向けて・・・ を けた ことや した ことは

次 な な発表にした ・

あなたの り りを（上の イントを 考にしながら に きた ことを） こ

1 年 組  
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第４   
 
＊ 目標 

第６ での発表をイ ージ る 

 
＊ 流れ 

ン ンの  [５分] 
   年の生徒が 成した ス ーや発表の を した動 を る 
  . （ に 1 ） 

プレ ンテーションには が かを で し  [10 分] 
. 「プレ ンの をしよ 」 
発表のやり ・ イントの  [10 分] 
. Useful expressions の  [5 分] 
. グループが するテーマを決定する 

（ 用 ） を             [25 分] 
.  “Quiz Show in English”に り組        

 
 
                                                                                                
 
（プレ ンテーションに ける イント） 
 
  Contents --- 内容の  
 クイ ２～３ を 成し に「 え～」と たり を か るよ な内容 ったか。 
  
  Delivery --- 発表の  
 ４人と はっきり かりやす に るよ に して たか。 
  
  Attraction --- を き ける 成や  
 ３分（ 内）の発表 体が スムー な れであったか。 
 分た の内容をよりよ えよ とする があったか。 
 （ ジ ス ャー 成な ） 
  から て なのか の を き ける発表か 等。 
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科学英語（第 4 ） ークシート  

 

Q. 「英語」で発表する際の工夫は？ 

2 目は 英語で発表します。 す きことを 内で し キー ー を しよ 。 

た の や 分た の 本語での発表を思 しながら考えて よ 。 

 内容 

 
 
 
 
 
 
 

 発表の  
 
 
 
 
 
 
 
 

 を き付けるた の  
 
 
 
 
 
 
 
 

 の  
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科学英語（第 4 ） ークシート  

プレゼンの準備をしよう！ 

Presentationは聴衆にアイデアの present を贈る行為です。 

「自分が言いたいこと」＝「聴衆が聴いて、ワクワクする！良い学びになる！」という関係が成り

立つプレゼンになるように必要な準備を進めてください。 

発表 はクイ の解 れて４分です。

（ す て す て です。３分３ ～４分の に よ ）

① 今回のグループ・プレゼンの構成

(0) Vocabulary のプレ ンをする上で が って き 語 を び をする。

生 となって キャ ラリのインプットを 。

(1) Introduction あ

グループの

に ト ックに を って らえるよ な （ ）をする

「THE USBONE CHILDREN  ENCYCLOPEDIA」に かれて る内容

に た内容

これに クイ に ま な られるよ に

人を き けるよ な「ストーリー」が大

(2) Quiz 1～3  が「 って るよ で らな 」 題を することが

（ 単す ると まらな 。 分からな 題 と える がしな ）

が「 ～」となる 題や 「なる ～」と 題が です 。 

 Quiz の えに が 得できるよ に 解 や理 を しよ 。 

(3) Ending まと  

このト ックに て たことの

に えた こと 

に に えた ことを まし 。

グループの ンバー が発表する 会を って 。

② ビジュアル(Visual)→ フラッシュカード

ポスター作成 （A３×４枚をつなぎあわせる。必要に応じて４枚以 

上使用しても OK!） 

 （パワーポイントの作成） 

ジュアルを用 ることで 得力が４ します。 得するのに な は３ れる 果的

な ジュアルの用 をすること

を るか な こに か れな て のではな か  か

この ジュアルが ッ ージの に って るかを考える。

③ 伝え方( Delivery)

「 え 」はプレ ンテーションに て に 。 ーやエ ル ー を るよ な

え でな ては に た ことが らな 。できる け の を て 人 ３ は目を

ながら す。

ーは の大き ある はジ ス ャーや表情で することができる。単 にならな よ に

には に を としたり ジ ス ャーを えたりすること ある。 やって を き けるかを考え

てプレ ンをすること。
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科学英語（第 4 ） ークシート  

プレゼンの準備をしよう！ 

Presentationは聴衆にアイデアの present を贈る行為です。 

「自分が言いたいこと」＝「聴衆が聴いて、ワクワクする！良い学びになる！」という関係が成り

立つプレゼンになるように必要な準備を進めてください。 

発表 はクイ の解 れて４分です。

（ す て す て です。３分３ ～４分の に よ ）

① 今回のグループ・プレゼンの構成

(0) Vocabulary のプレ ンをする上で が って き 語 を び をする。

生 となって キャ ラリのインプットを 。

(1) Introduction あ

グループの

に ト ックに を って らえるよ な （ ）をする

「THE USBONE CHILDREN  ENCYCLOPEDIA」に かれて る内容

に た内容

これに クイ に ま な られるよ に

人を き けるよ な「ストーリー」が大

(2) Quiz 1～3  が「 って るよ で らな 」 題を することが

（ 単す ると まらな 。 分からな 題 と える がしな ）

が「 ～」となる 題や 「なる ～」と 題が です 。 

 Quiz の えに が 得できるよ に 解 や理 を しよ 。 

(3) Ending まと  

このト ックに て たことの

に えた こと 

に に えた ことを まし 。

グループの ンバー が発表する 会を って 。

② ビジュアル(Visual)→ フラッシュカード

ポスター作成 （A３×４枚をつなぎあわせる。必要に応じて４枚以 

上使用しても OK!） 

 （パワーポイントの作成） 

ジュアルを用 ることで 得力が４ します。 得するのに な は３ れる 果的

な ジュアルの用 をすること

を るか な こに か れな て のではな か  か

この ジュアルが ッ ージの に って るかを考える。

③ 伝え方( Delivery)

「 え 」はプレ ンテーションに て に 。 ーやエ ル ー を るよ な

え でな ては に た ことが らな 。できる け の を て 人 ３ は目を

ながら す。

ーは の大き ある はジ ス ャーや表情で することができる。単 にならな よ に

には に を としたり ジ ス ャーを えたりすること ある。 やって を き けるかを考え

てプレ ンをすること。
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イント    

 
次の３ に て しますので に て しまし  
 
  Contents --- 内容の  
      クイ ２～３ を 成し  
    「 え」と たり を か るよ な内容 ったか。 
  
  Delivery --- 発表の  
    ４人と はっきり かりやす  
    なに るよ に して たか。 
  
  Attraction --- を き ける 成や  
    ３分（ 内）の発表 体が スムー な れであったか。 
    分た の内容をよりよ えよ とする があったか。 
   （たとえ ジ ス ャー 成な ） 
           
 
       から て なのか の を き ける発表か ・・・ 
    ・・・を考えて しまし ^^ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Useful Expressions for the Quiz Show 

         

 

はじめの場面 

・Hello!  Welcome to the science quiz show.  
・Today's topic is ・・・   

・Today we are going to talk about ・・・ 

・Today we are going to ask you three questions.  
・Now let's begin the quiz.  
 

 

答え方の説明 

・（ 題）  

    For this question, I will give you choices A, B or C.  For example, if you think A is right, please write A on your 
board.  OK? 

・（ えを る 題） 

    Next, this is not a multiple choice question.  You need to write your answer. 
 

指名したり、答えを言う場面 

・Now, we want to ask  Andrew / Group  . What do you think,  Andrew / Group ? 
・Now, I will tell you the answer. The answer is ・・・・ 

・You are right. / You are wrong.  
・Good job, ! / Excellent!  

・You've got one point. 
 

次の問題に進む場合 

・Let's go on to the next question.  
・Now we are going to ask you the  second / third  question. 
 

終わりの場面 

・Have you enjoyed our show? 
・Have you learned many things from our show?  If yes, we are very happy.  

・That's all for our quiz show.  Thank you!  Bye! 
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イント    

 
次の３ に て しますので に て しまし  
 
  Contents --- 内容の  
      クイ ２～３ を 成し  
    「 え」と たり を か るよ な内容 ったか。 
  
  Delivery --- 発表の  
    ４人と はっきり かりやす  
    なに るよ に して たか。 
  
  Attraction --- を き ける 成や  
    ３分（ 内）の発表 体が スムー な れであったか。 
    分た の内容をよりよ えよ とする があったか。 
   （たとえ ジ ス ャー 成な ） 
           
 
       から て なのか の を き ける発表か ・・・ 
    ・・・を考えて しまし ^^ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Useful Expressions for the Quiz Show 

         

 

はじめの場面 

・Hello!  Welcome to the science quiz show.  
・Today's topic is ・・・   

・Today we are going to talk about ・・・ 

・Today we are going to ask you three questions.  
・Now let's begin the quiz.  
 

 

答え方の説明 

・（ 題）  

    For this question, I will give you choices A, B or C.  For example, if you think A is right, please write A on your 
board.  OK? 

・（ えを る 題） 

    Next, this is not a multiple choice question.  You need to write your answer. 
 

指名したり、答えを言う場面 

・Now, we want to ask  Andrew / Group  . What do you think,  Andrew / Group ? 
・Now, I will tell you the answer. The answer is ・・・・ 

・You are right. / You are wrong.  
・Good job, ! / Excellent!  

・You've got one point. 
 

次の問題に進む場合 

・Let's go on to the next question.  
・Now we are going to ask you the  second / third  question. 
 

終わりの場面 

・Have you enjoyed our show? 
・Have you learned many things from our show?  If yes, we are very happy.  

・That's all for our quiz show.  Thank you!  Bye! 
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科学英語（第 4 ） ークシート  

       

１   No.       Name:                             

 
Group No.          Pages:                     Topic:                                     
 

 （本の内容） 
   List some information that is interesting / new / surprising etc. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

      
   ：Each group has 2 to 3 minutes. (This includes time for audience to think.) 
     成 ：1) Beginning, some introduction 
               2) Two or three questions 
               3) Ending 
     用する情報：Use information in your book, but you can also use some information that you get 

on the Internet, etc. 
     英語：Try to use clear and easy English so that your audience can understand your show. 
     力：In the show, all the members in your group have to talk.  You need to work together! 
     を考える：Try to involve your audience (including ALT).  Make your show attractive! 
     ：You need to turn in your script.  Your teacher will tell you the deadline. 
     ：The 4th lesson：Today (brainstorm)       （  ）月（  ）  
             The 5th lesson：Next class (preparation)  （  ）月（  ）  
             The 6th lesson：Presentation!            （  ）月（  ）  
 

～ If you have questions or things you need, please feel free to ask your teacher. ～ 
 

Plan of the structure（ 成 ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

「原稿清書」提出〆切： 

/   （  ） 
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科学英語（第 4 ） ークシート  
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Scenario 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
    Check!  ・Will the audience understand the show? 
            ・Will the audience be attracted to the show? 
            ・What can you do in order to make your presentation better? 
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    Check!  ・Will the audience understand the show? 
            ・Will the audience be attracted to the show? 
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第４～６   
 
＊ 目標 

１ 英語で人に るよ な発表ができるよ になる。 

２ 内容的に より人を き ける のが れるよ になる。 

３ よりよ のを れるよ で 力しあ を身に ける。 

 

 第６   
・クイ ショーを英語で発表する。 

 ・Ａ が できる に を設定し Ａ に よ るよ な発表をする。 
（Ａ による ） 

 

＊ 流れ 

１）      これまでの で（または新し ）４人 を 成する 

２）ト ック   に４ １ を る 

        各 に を て ら ４ の から きなト ックを発表に  

３）大まかな れ（４ ～６ ） 

    第４   を る 

         を   ４ の から 発表するト ックを決 る 

         クイ ショー り（ 本語で ）  

         は英語を考える（ を す よ 表 な ） 

発表は ２～３分の のを る（ に考え る て） 

題の し ・ え は各 が決 る 

 

    第５   英語シ リ り  

         リ ーサル（ や の が てア バイス）  

  成しな は 分た で を設ける 

  発表 は を な でやる がよ  

 

生 の を設定する（各クラス が決定） 
 りに とこ な な か ックし ア バイスする 

 

    第６   リ ーサル 

         発表 

                  り り 講  
 

７ 目  

  第７  英語による Public Speaking の （動 ）を す き を考え る 
第  発表 （すでに発表した内容を る） 

  第  発表（Ａ とのス ジュール ・講 をして ら ） 
２クラス クラス で発表する（各クラスの 数 数 ） 
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第７～   
 
＊ 目標 

１ 英語で に る発表ができるよ になる。  ーマンス（身 り り等） 

２ 内容を して 人を き ける発表をすることができるよ になる。 

３ よりよ のを れるよ で 力しあ を身に ける。 

 

 

＊ 流れ 

１）      と （第２ ームで発表した４人 ） 

２）ト ック   と  

 ３）７ ～ の大まかな れ 

   第７    
各 人 人の発表（１分）をスマート ン（ レット）で し be e  
ークシート （各 １ ） 
１ 動 を て 英語の Public Speaking に なことに て で し 。 
 動 （1） 

       動 （2） 
       動 （3） 
     ２ 分の発表動 を て を考え る。 
     ３ として 次の発表を する きかを し 。 
    ークシート （１人１ ） 

     ４ 発表に向けたス ジュールを する。 
５ 次 動 （ after ）を ことと れまでに して ことを える。 

 
   第  

各 で 人 の発表を し be e との を する。 
次の発表に向けて 内でリ ーサルを り す。 
次 の発表 を する。（ 数 数組 数 数組） 

 

   第  2 クラス で 。 
 リ ーサル 

   発表 

      り り 講  
発表 ・  

12 14（月）2 限 
１組  

Ａ 
２組  

Ｂ 
数 の  数 の  

12 22（火）2 限 
３組  

Ｂ 
４組  

Ｃ 
数 の  数 の  

12 16（水）2 限 
５組  

Ａ 
６組  

Ｃ 
数 の  数 の  

12 22（火）5 限 
７組  

Ｃ 
組  

Ｂ 
数 の  数 の  
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科学英語（第７ ） ークシート       1 年   組       

                                                                    

動 （1） 
 What is the difference between before  and after  

before after 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

動 （2） 
 What is their ad ice about good presentation   What do they ad ise us to do  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

動 （3） 
 What do you think about his presentation   What is good about his presentation  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
                                                                                                       

After watching the videos 
プレ ンテーションの は ですか  考になったことは ですか   

分た の発表と が ますか  
What we should keep in mind for the ne t ui  show in nglish  
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科学英語（第７ ） ークシート       1 年   組       

                                                                    

動 （1） 
 What is the difference between before  and after  

before after 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

動 （2） 
 What is their ad ice about good presentation   What do they ad ise us to do  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

動 （3） 
 What do you think about his presentation   What is good about his presentation  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
                                                                                                       

After watching the videos 
プレ ンテーションの は ですか  考になったことは ですか   

分た の発表と が ますか  
What we should keep in mind for the ne t ui  show in nglish  
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科学英語（第 7 ） ークシート  

1 年   組    ：               

 

Schedule  

第７回 本日    月   日（   ） 良いプレゼンの要素確認 次への準備 

第８回 次回    月   日（   ）  準備、リハーサル 

第９回 発表    月   日（   ）  今年度最後の発表︕ 

  
 

【About Quiz Show】 

 

 き

 の と 同 と

 

 の の

   
 
 
 
 

MEMO 
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